
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 １２０３ 

令和５年度 情報科 

 

教科 情報 科目 情報Ⅰ 
単位

数 
２単位 年次 １年次 

使用教科書 情報Ⅰ図解と実習 （日本文教出版） 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・この授業は実習を主として学習を進めます。出席することも大切ですが、それに加え、授業中 

の学習に一生懸命取り組むようにしてください。 

・「情報モラル」を主題とした学習を行います。その中でレポートを作成したり、アンケートを

実施しその結果からグラフに作成したり、プレゼンテーションを行ったりします。 

・授業の始めには、タイピング練習を行います。文字を素早く入力することも大切ですが、毎時 

間コツコツと取り組み、1年間を通して成長することを目標にしてください。 

 

２ 学習の到達目標 

・情報社会で生きていく中で必要となる基礎的な知識・技能を身につける。 

・情報科の見方・考え方を働かしながら自身で考え、発信できる。 

・情報社会に関心を持ち、自身の生活や社会を豊かにしようとしている。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・情報モラルや著作権、情報

のアンケート調査、情報デ

ザイン、コンピュータシミ

ュレーション、アルゴリズ

ムなどに関する知識を身に

つけている。 

・コンピュータの基礎的な

操作やソフトウェアの操作

に関する技能を身につけて

いる。 

・身につけた知識・技能をも

とに、自ら課題を設定し、そ

の解決に向けて思考・判断す

ることができている。 

・身につけた技能を活用し、

目的や対象に応じた適切な

表現をすることができてい

る。 

・日々の授業に積極的に参加

し、真面目に取り組んでい

る。 

・情報社会に関心を持ち、学

習内容を自分の生活と関連

付けている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１

学

期 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
仕
組
み 

・ユーザー名とパスワード 

・コンピュータの初歩的な操作 

・ハードウェアとソフトウェア 

a: コンピュータを使いはじ

めるときの手順やパスワー

ド作成の留意点，管理方法を

理解している。 

b: ファイルのわかりやすい

保存や整理の方法について

考えることができる。 

c: コンピュータについての

知識を深めようとしている。 

ワークシ

ート 

作 業 フ

ァイル 

ワークシ

ート、 

行 動 観

察 

レ
ポ
ー
ト
作
成 

・文書作成ソフトの使い方 

・情報モラルについての概要 

・著作権 

・調べ学習 

・レポート作成 

a: 著作物，著作権，著作者人

格権，著作隣接権について理

解している。 

b:文書作成ソフトを活用し、

情報モラルについての情報

や考えをまとめている。 

c: SNS およびインターネッ

トの利用について，自分の考

えを深めようとしている。 

ワークシ

ート 

作 業 フ

ァイル 

ワークシ

ート 、行

動観察 

２ 

学

期 

情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化 

・デジタルデータと 2進法 

・画像のデジタル化のしくみ 

・動画のデジタル化のしくみ 

a: ２進法による表現と情報

量の単位について理解して

いる。 

b: 数を２進法，10進法，16

進法で表現することができ

る。 

c: 画像がデジタル化される

しくみや，光と色の３原色に

興味を持とうとしている。 

ワークシ

ート 

小テスト 

ワークシ

ート 

ワークシ

ート 、行

動観察 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査 

・表計算ソフトの使い方 

・アンケート調査 

・アンケート結果の分析 

a:表計算ソフトの基本機能

を理解している。 

b:アンケート結果を多面的

に分析し、効果的な表現を用

いてグラフで表現している。 

c:自ら課題を設定し、課題解

決に向けてアンケートを考

えることができている。 

作業ファ

イル 

作 業 フ

ァイル 

ワークシ

ート 、行

動観察 
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プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

・プレゼンテーションソフトの使い方 

・発表準備 

・発表 

a:プレゼンテーションソフ

トの基本機能を理解してい

る。 

b: 効果的なスライドの表現

やわかりやすい説明内容を

考えている。 

c: 準備と発表に主体的に取

り組もうとしている。 

作業ファ

イル 

作 業 フ

ァイル 

ワークシ

ート 、行

動観察 

３

学

期 

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
と
プ
ロ
グ
ラ
ム 

・ものごとの手順とアルゴリズム 

・プログラムとプログラミング言語 

・モデル化とシミュレーション 

a: アルゴリズムを構成する

順次・分岐・反復について理

解している。 

b:プログラミングを通して、

目的達成のための手順を考

えることができている。 

c: 生活の中のシミュレーシ

ョン事例を主体的に考え出

そうとしている。 

ワークシ

ート 

ワークシ

ート 

ワークシ

ート 、行

動観察 

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
デ
ー
タ
の
活
用 

・情報通信ネットワークのしくみ 

・情報システムとデータベース 

a: 情報通信ネットワークの

基本的な構成について理解

している。 

b: 情報通信ネットワークの

基本的な構成について説明

することができる。 

c: 情報サービスで解決でき

る課題について，自分の考え

を深めようとしている。 

ワークシ

ート 

小テスト 

ワークシ

ート 

ワークシ

ート 、行

動観察 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         


